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中尾金属の環境経営方針 

・企業活動のあらゆる面で省資源と省ｴﾈに努め、自然環境と調和した豊かな社会作りに貢献します。 

・環境関連法規及びｴｺｱｸｼｮﾝ 21 の要求事項を遵守し、社員の環境保全に対する意識向上に努めます。 

・全社の環境活動でｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの充実を図り、ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑを継続的に改善します。 

 

 

環境理念 

  当社は、企業活動のあらゆる面で、地球環境の保全・維持に努め自然環境と調和した豊かな、社会づくりに 

  貢献してまいります。  

 

 

環境保全への行動指針 

  ① 温室効果ガス排出量を大幅に削減する「低炭素社会」 

  ② 資源循環（Reduce、Reuse、Recycle）による「循環型社会」 

  ③ 自然の恵みの享受を継承する「自然共生社会」 

  この 3 つを統合した『持続可能な社会』を構築していくために、積極的に環境の取り組みを行う 

  必要があると考え、ISO に準拠した国内認証の『ｴｺｱｸｼｮﾝ 21』を取得して環境活動を行っています。 

 

 

環境経営計画 

 

                                     2004年 02 月 20 日  制定 

                                     2018年 09 月 01 日  改訂 

                                     中尾金属株式会社 代表取締役 

                                              藤田貴弘 

事業内容等 非鉄金属の卸売業／加工品等の販売 

事業を取巻く状況 
『社内』 消費対策：電気、ｶﾞｿﾘﾝ／環境活動への認識と協力体制 

『社外』 環境物質情報の管理に関する取引先との連携 

事業と環境 

とのかかわり 
一般廃棄物の管理／副資材の購入管理／使用燃料の管理（電気、ｶﾞｿﾘﾝ） 

経営方針 
『ｴｺｱｸｼｮﾝ 21 を遵守した環境改善』 

環境経営目標に則し、職場環境や対外的環境対応について全社目標を達成する。 

  事業者の内部に起因するもの 事業者の外部に起因するもの 

経営における 

課題 

･環境活動と維持、向上 

･生産増加による環境負荷の増大 

･受注増に対応した人員確保 

･小ﾛｯﾄ、多品種生産への対応力 

･加工技術と設備による優位性の確保 

･電力料金及び化石燃料料金の高騰 

･材料、資材、設備の高騰 

･車業界の動向（EV/ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞの市場遷移） 

経営における 

ﾁｬﾝｽ 

･最新設備導入による生産、品質及び生産性の向上 

･同上による、独自の自社技術の構築 

  （薄膜製品の加工技術等） 

･ISO9001、EA21 を基軸とした全社員参加の活動が可能 

･積極的な設備導入（LED 化、生産設備更新 等） 

･最新鋭設備導入によるｺｽﾄ削減･拡販による 

 収益性の向上 

･顧客が要望する品質管理を独自に対応可能 

･海外ﾒｰｶｰからの受注が期待できる事業環境 

･同業他社のｽﾘｯﾄ加工停止による受注増 

･立地条件が良いことによる、資材倉庫管理の 

 引合い増加及び運搬効率の向上  

藤
田
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  活動宣言 
  1．温室効果ガス排出量の削減に努める「低炭素社会」 
  2．資源循環（Reduce、Reuse、Recycle）による「循環型社会」 
  3．自然の恵みの享受を継承する「自然共生社会」 
 
  この 3つを統合した『持続可能な社会』を構築していくために、積極的に環境の取り組みを行う必要があると 
  考え、環境活動を行って参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球環境汚染の保護に取り組み、自然と人間が共生できる社会の持続的発展をめざします。 
 
①リサイクル活動の推進 
②化石エネルギーの省資源化取組 
③地域ボランティアへの参加 

自然環境への取り組み 

 
働く人たちが互いに支え合い、健康で安心してはたらくことができる職場環境を開拓して
いきます。 
 
①人権や多様性を尊重し、働き方改革を推進 
②人材の育成と共に、作業環境の整備と充実 

働く環境への取り組み 

 

社会全体に SDGsについて理解しあえる人の輪をつないでいきます。 
 
①コンプライアンス及び基本方針の制定 
②関連法規の順守 
③義援金による社会支援 

社会環境への取り組み 
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１．組織の概要 

 事業所名 ： 中尾金属株式会社 

 代 表 者 ： 代表取締役 藤田貴弘 

 所 在 地 ： ・本 社 〒103-0021 東京都中央区日本橋本石町 4－6－7 日本橋日銀通りビル 5階 

              ・静岡加工センター 〒421-0216 静岡県焼津市相川 2127 

              ・東 北 支 店 〒981-3304 宮城県富谷市ひより台 2－2－5 

              ・中 部 支 店 〒392-0015 長野県諏訪市中洲 4812 

 責 任 者 ： 環 境 経 営 責 任 者 鈴木雅宣（本社勤務） 

        事 務 局 担 当 者 飯田浩一郎 

               連 絡 先 TEL:03-3270-3321(代表)／FAX:03-3270-3910 

 事業内容 ： 非鉄金属材料及び非鉄金属加工品の販売 

        非鉄金属材料の加工（スリット・切断等） 

 対象範囲 ： 全組織、全活動 

 事業規模 ： ・売 上 高 2,042,000万円 

              ・従 業 員 数      87人 

              ・資 本 金     6,000万円 

              ・延 べ 床 面 積   6,127㎡ 

              ・認 証 制 度 ISO9001:2015  有効期限：2027/9/30  認証番号：C2024-04917 

                         ｴｺｱｸｼｮﾝ 21:2017 有効期限：2026/3/20  認証番号：0002300 

              ・ﾎ ｰ ﾑ ﾍ ﾟ ｰ ｼ ﾞ https://www.nakao-metal.co.jp/ 

 

２．実施体制と役割 

 経 営 者 （ 社 長 ） ・最高経営層と位置付けし、環境経営方針を制定する。 

           ・環境委員会のとりまとめを行う統括責任者を任命する。 

           ・環境経営システムの見直しと評価を行う。 

 幹 部 会 ・環境活動の運営と環境経営システムに対する取決め事項の承認を行う。 

            （環境経営マニュアル／環境経営目標／中長期目標／環境活動計画／環境経営レポート） 

 環 境 統 括 責 任 者 ・環境活動の運営／環境経営システムの取りまとめを行い、運営全体の責任を担う。 

           ・環境活動の運営／環境経営システムの見直し及び改善のため、実績を経営者（社長）へ報告する。 

 環 境 委 員 会 ・事業所の環境経営目標／環境活動計画を取決める。 

           ・環境負荷の自己チェック／取組項目の自己チェックの実施と評価を行う。 

           ・運営内容と結果を社員へ発表する。 

           ・環境活動総括表の取りまとめを行う。 

 環境委員会事務局 ・全社会議及び内部監査の日程管理を行う。 

           ・環境活動に関する文書の取りまとめと配信を行う。 

           ・環境委員会の運営成果の取りまとめを行う。 

           ・環境経営レポートの取りまとめを行う。 

           ・環境関連法規の確認と事業所への情報配信を行う。 

 全 社 会 議 ・事業所毎の環境委員会の代表者が集まり、 

            環境活動の報告／評価／計画の策定を行う。 

           ・環境活動の運営／環境経営システムの見直し及び改善の検討を行う。 
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３．取扱商品 

 

 銅及び銅合金 

 ・純銅系及び銅系新合金 （板、条、棒、線) 

 ・黄銅（板、条、棒、管、線） 

 ・燐青銅及び洋白（条、棒、線) 

 

 

 

 

 

 主な用途 

  

 

 

 アルミニウム及び加工 

 ・純アルミ系(板、条、棒、線) 1000 系 

 ・Al-Cu系アルミニウム（板、棒、形材) 2000 系 

 ・Al-Mn系アルミニウム（板、条) 3000 系 

 ・Al-Si系アルミニウム（棒、形材) 4000 

 ・Al-Mg系アルミニウム（板、条、棒、パイプ、形材) 5000 系 

 ・Al-Mg-Si系アルミニウム（板、条、形材、棒、パイプ) 6000 系 

 ・Al-Zn-Mg系アルミニウム（板、棒、パイプ、形材) 7000系 

 ・鋳造、鍛造材および加工品 

 主な用途 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機械部品、電気部品、車載用部品、電子部品、空調部品、熱交換器部品、装飾品、半導体、端子、大導電流端子、ｼｰﾙﾄﾞ 

ｺﾈｸタ、ｺﾝﾃﾞﾝｻ、ｲﾝﾀﾞｸﾀ、B to B ｺﾈｸﾀ、細線同軸等ｺﾈｸﾀ、ｽｲｯﾁ部品、電気部品民生ｺﾈｸﾀ、水晶振動子、熱交換器部品 

 

家電製品、日用品、照明器具、送配電用材料、熱交換器、車載用部品、装飾品、建材、構造用材、鍛造材、船舶用部品 

航空機用部品、ﾈｼﾞ、ﾘﾍﾞｯﾄ、空気圧部品、ｶﾗｰｱﾙﾐ、電球口金、金属ﾊﾞｯﾄ、軸受、ｱﾙﾐ缶ﾎﾞﾃﾞｨ材、電池ｹｰｽ、車載用部品 

複写機ﾄﾞﾗﾑ、溶接ﾜｲﾔｰ、ｶｰｴｱｺﾝ、鍛造ﾋﾟｽﾄﾝ材料、ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞ、建設ﾊﾟﾈﾙ、製造装置部材、缶蓋材、車両用部品、鋳鉄管 

ｱﾙﾐﾎｲｰﾙ、圧力容器、家具、車両用部品、ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ材、ｱﾙﾐｻｯｼ、鉄道車両、ｼﾘﾝﾀﾞｰ部品、空気圧部品、ｽﾎﾟｰﾂ用品、歯車 

ﾌﾞﾚｰｷｼｭｰ、機械部品 
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４.環境経営目標と実績 
 

 環境経営目標 

  事業に必要な要素（人員、機械設備、品質、消耗品、資産 等）の投入について、環境効果と活動内容を検討し、環 

  境負荷の削減または維持を行う環境活動の目標を全社会議にて取決める。 

 

 中期及び単年度目標の設定 

  環境活動の運用状況を判断しながら、下記の項目毎に、基準年度から３年間（目途）及び単年度の達成数値目標を取決める。 

  ・二酸化炭素排出量／・廃棄物排出量／・水使用量／・エネルギー使用量（電気／化石燃料） 

  ・取り扱う製品の環境性能の向上及びサービスの改善（ISO認証：ISO9001のQMSにて詳細は設定） 

  ※１ 運用集計基準年度（旧）：2018/9/1 ～ 2019/8/31（76期） 

  ※２ 運用集計基準年度（新）：2022/9/1 ～ 2023/8/31（80期） 
     本社：0.433㎏-Co2/kWh、中部支店：0.377㎏-Co2/kWh、東北支店：0.457㎏-Co2/kWh、静岡加工センター：0.495㎏-Co2/kWh 
     コロナ過より行動制限が緩和された2023年度以降の活動範囲は、76期基準年度の設定内容及び目的とは大きく違うため、 

     新たに80期を基準年度と設定して環境活動のマネージメントを開始する。 

  目標及び運用結果                        

項目 単位 

1 次基準年度：76 期 

取扱数量 14,451.2 ㌧ 

2 次基準年度：80 期 

取扱数量 13,440.5 ㌧ 

活動年度 

81 期 

活動年度 

82 期 

活動年度 

83 期 

実績 対取扱比 目標 対取扱比 目標 目標 目標 

Co2 排出量 ㎏-CO2 299,515.38 20.73 285,789.20 21.27 21.27 21.27 21.27 

購入電力 kWh 364,738.00 25.24 365，573.00 27.20 27.20 27.20 27.20 

化石燃料 ﾘｯﾄﾙ 37,537.34 2.60 38,744.81 2.88 2.88 2.88 2.88 

水使用量 ㎥ 878.83 0.06 273,34 0.02 0.02 0.02 0.02 

廃棄物排出量 ㎏ 8,879.50 0.61 9,788.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

   
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

     

   

 

 

 

 

 

          

 

 

項目/単位 

81期 

取扱数量 14,657.0㌧ 

82期 

取扱数量㌧ 

83期 

取扱数量㌧ 

排出量実績 目標 実績 結果 排出量実績 目標 実績 結果 排出量実績 目標 実績 結果 

Co2排出量:㎏-CO2 273,667.26 21.27 18.67 〇 285,647.31 21.27 19.489 〇  21.27   

購入電力:kWh 367,670.00 27.20 25.01 〇 400,244.00 27.20 27.31 〇  27.20   

化石燃料:ﾘｯﾄﾙ 32,618.49 2.88 2.70 〇 38,863.49 2.88 2.65 〇  2.88   

水使用量:㎥ 347.00 0.02 0.02 〇 328.50 0.02 0.02 ×  0.02   

廃棄物排出量:㎏ 11,370.00 0.00 0.00 〇 10,503.03 0.00 0.00 〇  0.00   
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５.環境経営計画の取組結果とその評価 

 本社  ※運用結果判定基準：〇／目標達成、△／目標未達又は改善余地あり、×／目標未達成 

 静岡加工センター 

 東北支店 

 中部支店 

取組項目 結果 評価 次年度の取組項目 

電気･ｶﾞｿﾘﾝ使用量ｸﾞﾗﾌの数値検証 〇 使用量実績は増えているが、販売増につながっている 環境活動と経営目標をつなげるために継続は必須と判断 

境活動のありかたについて △ 基準年度の変更により、比較できる活動実績/経営対比

のﾍﾞｰｽを模索・検討中となる。 
環境活動を見直した上で継続と判断 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位での活動強化 

(節電/連絡等、環境活動内容への 

   理解と協力の推進) 

 △ 

新入社員も増え、環境/会社/社員の関係性及び活動内容

に対する認識の再啓発 確実な実施体制を構築する上で継続と判断 

社有車･ﾚﾝﾀｶｰ 

(使用ｶﾞｿﾘﾝの圧縮･啓発) 

〇 社有車としてｴｺｶｰの導入等もあり、対前年度の使用量実

績を下回ることができた 
販売との結び付けを見直すため継続 

ｺﾞﾐの分別徹底 〇 概ね良好 ｺﾞﾐの分別徹底には継続性が必要と判断 

環境活動に対する深耕(勉強会の実施） △ ﾘﾓｰﾄ勤務により、定期的な開催が難しくなってしまった 環境活動の“深耕”には継続が必須 

SDGs への取組方の検討 － SDGs 方針の策定/承認を実施  

取組項目 結果 評価 次年度の取組項目 

安全衛生・5Ｓﾊﾟﾄﾛｰﾙ 

（津野顧問による積極的ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ） 
〇 

外部講師より、口頭による注意、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞでの指摘で改善 

ﾏﾄﾘｸｽにて製造 G 長が報告済み 
82 期製造 G 活動継続を指示 

紙ゴミの削減（焼却・燃料⇒ﾘｻｲｸﾙへ） ○ 書類の分別は習慣化、溶解向け減量中 活動継続 

母材合紙の排出先変更 
〇 

紙管除去作業廃止による構内美化継続とﾘｻｲｸﾙ材として

売却継続 

活動継続 

緊急事態対応訓練 

（浄化槽の汚水漏れ及びｵｲﾙ流出時） 
〇 

戻り材入庫時、適時吸着マットによる油除去を実施 活動継続 

緊急事態避難＆消火訓練（火災発生時の

放水ﾎﾟﾝﾌﾟの稼働確認、避難場所確保） △ 

避難訓練未実施、可搬ポンプ確認は来期 7 月実施 

落下物防止工事完了し、避難場所各した為、4Q 中に避難

経路見直し 

活動継続 

安全衛生・5Ｓﾊﾟﾄﾛｰﾙ（津野顧問による

積極的ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ） 
〇 

外部講師より、口頭による注意、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞでの指摘で改善 

ﾏﾄﾘｸｽにて製造 G 長が報告済み 
82 期製造 G 活動継続を指示 

取組項目 結果 評価 次年度の取組項目 

蛍光灯の点検/清掃/外灯時間設定 △ 事務所 1F・2F の LED 清掃 12 月に実施。外灯時間設定季

節により２回変更対応 

清掃活動継続(年 2 回) 

配車の効率化 ○ 81 期比販売量約 190ton 程度の減であった。化石燃料は

1,695 ﾘｯﾀｰ減（配車効率 4ton 車はダウン、2ton 車はア

ップ）引続き配車の効率化に取組む 

配車の効率化 

ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰの清掃/室外機点検 ○ 9 月・12 月・3 月清掃実施 

※6 月新規エアコン取付の為、清掃未実施、室外機点検

のみ実施 

ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰの清掃(3 ヶ月/1 回)含め、室外機点検継続 

ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ STOP ○ 啓発活動継続実施 活動継続 

再生資源化（3R 推進） ○ 鉄ﾊﾞﾝﾄﾞ=910kg、木ﾊﾟﾚｯﾄ=610kg、段ﾎﾞｰﾙ.新聞=130kg 活動継続 

緑化推進自動販売機導入 緑の募金継続 〇 2024 年募金額\3,035 の実績 緑の募金継続 

取組項目 結果 評価 次年度の取組項目 

ﾀﾞｲﾄﾞｰﾄﾞﾘﾝｺ緑募金契約継続 

(ﾐﾄﾞﾘ募金) 

〇 ・自販機飲料の売り上げの一部を緑の募金へ寄付 82 期実施募金金額 (81 期金額\2,642) 

\2,169(2023 年 12 月～2024 年 11 月) 83 期継続実施。 

ｴｺｱｸｼｮﾝの資料とﾃﾞｰﾀ集計 〇 ・化石燃料ﾃﾞｰﾀ集計/・回覧資料作成 

・運転ﾃﾞｰﾀ集計(小松) 

82 期電力や灯油等の使用量のﾃﾞｰﾀ取り、中部支店の化石燃料使用

量の推移を調査。毎月環境ﾐｰﾃｨﾝｸﾞで確認。 83 期継続実施。 

信州ｽﾏｰﾄﾑｰﾌﾞ通勤ｳｨｰｸ 〇 ・期間中１日以上/ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ通勤 計画通り実施。83 期継続。 

空調管理 〇 ・空調の温度の標準化/・事務所ｴｱｺﾝ清掃 

・3 か月ごと室外機点検 

26℃風力最小設定をしたが、猛暑により 25℃設定で管理。 

ｴｱｺﾝ清掃・室外機点検計画通り実施。83 期継続(25℃設定)。 

節電活動の効果の確認 〇 ・環境会議で前年度と電気代を比較し、結果検証 

・節電活動の効果の掲示 

節電活動の効果を掲示することによって社員全体の環境への意

識を高めた結果、昨年より削減できた。83 期継続。 

ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞ 〇 ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞの啓発ﾎﾟｽﾀｰ掲示 

(朝礼にて竹本支店長から周知) 

ﾎﾟｽﾀｰ掲示。朝礼にて竹本支店長発表。 ｸｰﾙ/ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞ活動は全社

員に定着した事が確認された為、83 期活動内容より除外。 

ｴｺ取組み取引先への視察・ｾﾐﾅｰの参加 〇 取引先における環境配慮の活動や掲示物を見学 2024/9/12(木)、10/8(火) 2025/7/9(水)ｾﾐﾅｰ参加 83 期継続。 

廃油漏れの訓練実施 〇 実験の為に水溶性廃油を 

少量こぼして吸着ﾏｯﾄに吸わせる 

6/18 実施。問題無し。 83 期継続。 

啓発活動 〇 社員へ省エネの呼びかけ 

(昼休みの事務所・倉庫電気消灯、空調管理) 

計画通り実施。 83 期継続。 

3R の推進 〇 ・ｺﾋﾟｰ用紙の裏面利用 ・指図書等のメモ紙利用 計画通り実施。 83 期継続。 

緊急事態を想定した訓練(全社員対象) 〇 消火器使用訓練の実施 6/18 実施。 83 期継続。 
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６．環境関連法規等の順守状況の確認及び評価の結果並びに違反・訴訟等の有無 

 

 環境関連法規等の遵守状況 

  各拠点に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。 

 

 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

  各拠点とも過去３年間、関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟はありませんでした。 

 

本社 環境管理責任者/飯田 

法規・条例・規制 遵守状況 遵守状況の確認 

廃棄物の処理及び 

(一般/産業廃棄物) 

・産業廃棄物管理票(ﾏﾆﾌｪｽﾄ) 管理の実施 

・処理業者との委託処理契約の締結 

2025/07/31 

消防法 ・消防関連設備の点検と報告 2025/07/31 

その他の規制 ・規制物質の不使用（SDS,不使用証明書等の管理） 2025/07/31 

 

静岡加工センター 環境管理責任者/面川 

法規・条例・規制 遵守状況 遵守状況の確認 

廃棄物の処理及び 

(一般/産業廃棄物) 

・産業廃棄物管理票(ﾏﾆﾌｪｽﾄ)/ 管理の実施 

・廃棄置場の明示 

・処理業者との委託処理契約の追加契約締結 

  環境のﾐｶﾀ㈱と再締結及び反社会的勢力排除に関する覚書の締結 

  （2024/05/14、2022/04/14） 木材開発は 2016.01.07 締結 

・産業廃棄物管理票に関する報告 

・最終処理状況の現地確認 

2025/08/30 

2025/08/30 

 

 

 

2025/06/16 

2025/08/30 

浄化槽法 ・施行規則第 5 条に基づく浄化槽保守点検の実施（2020.08.17 小型合併槽） 

・法第 11 条に基づき処理水の水質検査の実施 

・小型合併処理浄化槽に入れ替え、同日にﾒﾝﾃﾅﾝｽを再契約済み（2020/08/17） 

2025/05/07 

2024/11/05 

 

ﾌﾛﾝ排出抑制法 ・ｴｱｺﾝ室外機点検の実施  第 1 種特定製品（7.5kw 未満）簡易点検(3 ヶ月に 1 回) 2025/06/15 

消防法 ・消防関連設備の点検と報告 2025/03/03 

その他の規制 ・規制物質の不使用（SDS,不使用証明書等の管理）  最新版の管理 最新版管理 

 

東北支店 環境管理責任者/八鍬 

法規・条例・規制 遵守状況 遵守状況の確認 

廃棄物の処理及び 

(一般/産業廃棄物) 

・産業廃棄物管理票(ﾏﾆﾌｪｽﾄ) の交付と管理 

・廃棄物置場の明示及び指定業者への回収委託 

2025/11/11 

ﾌﾛﾝ排出抑制法 ・廃棄時に廃棄業者へ委託(処理実績なし) 

・ｴｱｺﾝ室外機の簡易点検(3 ヶ月に 1 回) 

2025/11/11 

消防法 ・消防関連設備の点検と報告 2024/11/26 

その他の規制 ・規制物質の不使用（SDS,不使用証明書等の管理） 2025/11/11 

 

中部支店 環境管理責任者/藤田 

法規・条例・規制 遵守状況 遵守状況の確認 

廃棄物の処理及び 

(一般/産業廃棄物) 

・産業廃棄物管理票(ﾏﾆﾌｪｽﾄ) 管理の実施 

・廃棄置場の明示 

・処理業者との委託処理契約の締結 

2025/08/20 

ﾌﾛﾝ排出抑制法 ・廃棄時に廃棄業者へ委託(処理実績なし） 

・ｴｱｺﾝ室外機の簡易点検(3 ヶ月に 1 回) 

2025/08/20 

消防法 ・消防関連設備の点検と報告 

 (㈲新村産業により毎年 8 月に点検・消防に報告) 

・危険物取扱い(少量危険物の保管) 

2025/08/20 

その他の規制 ・規制物質の不使用（SDS,不使用証明書等の管理） 2025/08/20 
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７．環境上の緊急事態への準備及び対応 

 

 当社の販売業務の中では、環境活動における環境上の事故及び緊急事態は発生しない想定です。 

 但し、企業全体の業務として想定した場合、ISO/BCP/安全衛生管理を個別に設定し、運用管理を実施します。 

 

８．代表者による全体の評価と見直し・指示 

 

 

 

  

  

  環 境 経 営 方 針 ☑ 変更なし □変更あり 

  環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑変更あり（環境経営計画の見直し） 

  活動計画・取組項目 □ 変更なし ☑変更あり（活動対応の再考） 

  実 施 体 制 □ 変更なし ☑変更あり（担当人員変更に伴う再編成） 

  シ ス テ ム 要 素 ☑ 変更なし □変更あり 

  外 部 と の 対 応 ☑ 変更なし □変更あり 

 

 ｴｺｱｸｼｮﾝ 21 環境活動において、環境負荷の大きい拠点を中心に連携を行い、審査時の意見を参考にして迅速に改善とレベルアップを図

って行ってください。 また、取得している ISO9001 認証の教育訓練規定に準じて、行動習慣のあり方について再確認を行ってください。 

 

                                  2025年 9月 30日 取締役 環境統括責任者 

                                                 鈴木雅宣   

 

82 期販売数量前期比▲3.5%(▲190 ㌧)と減少となる、化石燃料は販売数量増の要因にて 9%減(ｶﾞｿﾘﾝ▲5％となる、軽油は▲11％) 

電力については 2%増(猛暑が要因)。 配車効率は前期比とほぼ同等の実績(自社便対応継続)となり、下水道使用量は、昨年屋根全

面塗装工事に大幅増となるが、今期は前期比 20%減と通常使用ﾚﾍﾞﾙとなる。 社用車 1 台はいぶりｯﾄﾞ車への変更と事務所空調機の

入替もあり、来期の効果確認。 83 期も社員の意識を高め CO²排出削減に取り組を行います  

                             2025 年 10月 31日 東北支店 環境管理責任者 八鍬伸昭 

 

82 期は前期比で、売上額 96.3% 生産量 92.7%に対して、Co2 排出量は前期比 100.9%となりました。これは、地球温暖化による熱中

症対策に対応する為、ｴｱｺﾝにかかる電気使用量が増加したことと、5S 活動の一環としてｽﾃﾘﾝｸﾞ活動を実施し、可燃ごみの排出量が

一時的に増加したことも理由となります。83 期は環境委員が中心となり全員でｺﾞﾐや化石燃料削減に取り組み、社員全体の意識を

高め、CO2排出削減に繋がる新たな活動を考えながら、成果に繋がるようにして下さい。 

                              2025年 8 月 28 日 中部支店 環境管理責任者 藤田誠丈 

 

82 期、化石燃料高騰、円安に伴う電力料金上昇、副資材の高騰が継続中。 

ﾌｨﾙﾀﾞｰからｾﾚﾅへ社用車を変更した結果、ﾜﾝﾎﾞｯｸｽ車購入により利便性が良くなったが、ｶﾞｿﾘﾝ代の出費は増加傾向。 

                             2025年 9 月 30 日 静岡加工ｾﾝﾀｰ 環境管理責任者 面川和広 

 

営業活動が活発化した結果、売上は順調に伸びて前年比の約 122.7%となった。また、社用車(電車によるｱｸｾｽが不便なﾕｰｻﾞが多い

ため)のｶﾞｿﾘﾝ使用量も増える見込みで当初は計画をしていたが、ｴｺｶｰの導入で△3.8%減の削減をすることができた。事務所機能お

よび営業活動が中心の拠点となっているため、係数の大きい化石燃料の管理をしっかり行うようにする。 

                                    2025年 9 月 30 日 東京本社 代表者：飯田浩一郎 


